


































































































增@別 1969・4 1970・4 1972・4 1973・41976・4 1978・4 1979・7
電　　　解　　　法 72，200 62，9007，900 一 皿 『 一
石　　　　炭 76，700 　 一 一 一 一 一
コークス炉ガス 422，700 392，300 100，50053，100 53，100 53，100 54，500
原　　　　油 780，GGO 74G，300 360，500 238，700 238，700260，300 122，100
ナ　　フ　　サ 1，059，30QL1242002，008，900 2，008，900 2，GO8，9002，GO8，9001，936，6GO
??????????????
石油化学麗ガス 90，6GO 90，600 726，700 726，700 726，700 726，700 621，600
ブ　　タ　　ン 225，500 557，500i，O15，6001，Q15，6001，015，600 1，O15，6006 7，400
天　然　ガ　ス 413，600 413，600 391，2σ0 391，200 391，2005 2，800 358，300









增@別 1968 1969 1970 1972 1973 1976 1978 1979
非石油系 321，121 337，715371，751 275，147 256，169 184，753 185，077 193，996????ー?
石　油　系 541，034 883，6991，212，9381，576，923 1，739，132 1，693，852 1，829，569 1，984，997
合　　計 862，1551，221，414 1，584，6891，852，0701．995β01，878，605 2，014，646 2，178，993
非石油系 59，197 54，45655，866 41，478 27，777 20，14423・5壁5 23，675????ー?
石　油　系 3σ0，938 535，959719，147791，469890，689 858，063 860，643 938，220
合　　計 360，135590，415775，G13 832，947 918，466 878，207 884，148 961，895
非石油系 11，257 10，238 7，457 4，087 1，067 1，305723 893???ー?
石　油　系 278，572 531，829 752，447 925，2051，057，083 1，167，8571 248，131，317，263
合　　計 289，829 542，067 759，904 929，2921，058，150 1，169，162 1，248，854 1，318，156
非石油系 88，450 92，654 94，04765，310 57，208 63，96274，344 87，783??????
石　海　系 84，391 107，825 123，443174，719 204，838185，134213，744 195，912
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タール蒸留設備 3系列 タール蒸留：　390t／D ピッチ，クレオソート油
騰獺） ?
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































予備精製装置 深冷分離装置 アンモニア合成装置 合成アンモニア
資料）日本化学会編『日本の化学百年史』（1978年）の762ページ
??????????
??
474
4．むすびにかえて
　戦後日本の石炭化学工業の発展過程の特質を，急激に成長した石油化学工
業との競合による衰退という外在的要因を中心とした分析によってではなく，
石炭化学工業それ自身に内在する構造的要因を中心とした分析によっ「て解明
するために，旧稿「戦後日本石炭化学工業史序説」では第1段階の準備作業
として次の三つの点をあきらかにした。第！の点は，戦後日本の石炭化学工
業の発展過程を復興＝成長期，後退＝転換期，衰滅＝従属期という特徴の異
なる三つの時期に区分して検討すべきであること。第2の点は，総合的石炭
化学工業所を中心とする戦後の基本的な生産単位の動向に注目して石炭化学
工業の生産過程そのものを検討すべきであること。第3の点は，戦後日本の
石炭化学工業の生産過程を具体的に考察する際には水性ガス炉化学工業所と
コークス炉化学工業所に対しても充分な注意を払うべきであること。
　これにひきつづく第2段階の最初の準備作業として本稿では，1970年代に
おけるコークス炉化学工業所や総合的石炭化挙工業所のいくつかの具体例を
考察することによって，衰滅＝従属期における石炭化学工業の基本的な生産
一単位が化学工業の自立的な生産一単位として成長しているのではなく，鉄鋼業
などへ依存してようやく残存しえているような状態をあきらかにした。1970
年代の石炭化学工業所における技術的・経済的な側面からの問題点をあきら
かにしょうとするなかで，アンモニア系化学製品とタール系化学製品の戦後
口本の石炭化学工業の二つの基幹的分野の差異が大きく反映していること，
アンモニア系化学製品の分野では何よりもまず安価で大量に供給されるアン
モニアガスが重要であったこと，それに対してタール系化学製品の分野では
芳香族類のように安価・大量という石油化学工業との競合条件から脱却でき
ない部分もあるが，クレオソート油などのコールタール分留製品のように石
炭化学工業の独自性が発揮できそうな部分もあること，そして石炭化学工業
の独自性が発揮できそうな部分を中心に高度の技術的蓄積によるファインケ
一74一
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ミカル製品を生産していけば自立的な化学工業所としての展望が全くないわ
けではないこと，などがあきらかになった。しかし同時にまた，本稿で具体
的に検討した四つの代表的な石炭化学工業所の1970年代における動向をみた
かぎりでは，こうした自立的な石炭化学工業所として発展しようとする道を
たどっているとはいえず，鉄鋼業などに全面的に依存したり石油化学工業所
の一部分として再編成されたりという衰滅＝従属の道をたどっているとしか
いえなかった。三井グループの石炭液化技術の実用化への総力体制（『日本経
済新聞』，1980年1月31日付）や製鉄各社のオイルレス高炉への転換（同前，
1月17日付；『毎日新聞』，3月12日付；『山陽新聞』，3月27日付）などが最
近の新聞紙上をにぎわすようになったものの，石炭化学工業が一つの化挙工
業部門として再び自立的な発展過程をたどるということは国内石炭生産の復
興の具体化と同様になかなか進んでいかないのである。
　戦後日本の石炭化学工業の発展過程の特質を解明する第2段階の準備作業
としては，本稿で検討した1970年代の衰滅＝・従属期の石炭化学工業の問題点
のほかに，1958年頃までの復興＝成長期の石炭化学工業の問題点の解明と1960
年代における後退＝転換期の石炭化学工業の問題点の解明という二つの作業
が残されている。本稿で検討した1970年代の石炭化学工業の問題点に関して
もなお多くの不充分な箇所があるであろうが，そういった点も含めて残され
た二つの作業が終ったあとであらためて戦後日本の石炭化学工業の発展過程
全体の解明作業が可能となるということを述べてむすびにかえたい。
一75　一
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〔補記〕　本稿作成にあたり工場見学や資料類の閲覧，ききとりなどについて，川鉄化学
の水島工場・川崎製鉄の水島製鉄所・新「］本製鉄化学工業の戸畑製造所・三井東圧化学の
大牟田工業所・三井コークス工業の大牟田工場・三菱化成工業の黒崎工場などの方々に大
変お世話になった。記して謝意の一端を示すとともに，お世話になったことがまだまだ充
分結実していないことをおわびしておきたい。本稿において参考にさせていただいた文献
や資料などの多くは前稿「戦後日本石炭化学工業史序説」で参考文献・資料類として記し
てあるが，直接的に引用させていただいたものはそのつど明記してあるつもりである。ア
ンモニア系製品協会編『ア系製品年鑑』の昭和54年度版，通産大臣官房調査統計部編『化
学工業統計年報』の昭和46年・51年・54年版，各社・各工場の会社案内・工場概要パンフ
レット類，日本化学会編『1」本の化学百年史』などがそういった文献・資料類である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1980　・　8）
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